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平成29年６月定例会 文教厚生委員会（事前）

平成29年６月12日（月）

〔委員会の概要 教育委員会関係〕

原井委員長

これより，教育委員会関係の調査を行います。（11時37分）

この際，教育委員会関係の６月定例会提出予定議案等について，理事者側から説明を願

うとともに，報告事項があれば，これを受けることといたします。

教育委員会

【提出予定議案等】（資料①）

○ 議案第16号 徳島県文化の森総合公園文化施設条例の一部改正について

○ 報告第１号 平成28年度徳島県繰越明許費繰越計算書について

美馬教育長

６月定例県議会に提出を予定いたしております教育委員会関係の案件につきまして，御

説明申し上げます。

今回，御審議いただきます案件は，その他の議案等といたしまして，条例案１件と平成

28年度繰越明許費繰越計算書でございます。

それでは，お手元の文教厚生委員会説明資料の１ぺージをお開きください。

徳島県文化の森総合公園文化施設条例の一部を改正する条例についてでございます。

徳島県立二十一世紀館の野外劇場に屋根を新設することに伴い，使用料の額を改めるも

のでございます。施行期日につきましては，平成30年４月１日からでございます。

２ページをお開きください。

次に，平成28年度繰越明許費繰越計算書についてでございます。

平成28年度から平成29年度への繰越明許費につきましては，本年２月定例県議会におき

まして，繰越予定額の御承認を頂いておりましたが，今回，それぞれの繰越額の確定をし

たものでございます。

まず，施設整備課所管における高校施設整備事業費，特別支援学校施設整備事業費にお

きまして，今回，12億5,655万3,000円に確定したものでございます。

続きまして，教育創生課所管における高校施設整備事業費におきまして，今回，２億

2,531万7,320円に確定したものでございます。

続きまして，生涯学習課所管における青少年教育費，少年自然の家管理運営費におきま

して，今回，791万9,000円に確定したものでございます。

続きまして，文化の森振興本部所管における，地方創生の深化のための支援費におきま

して，今回，４億5,700万円に確定したものでございます。

以上で，提出予定案件の御説明を終わらせていただきます。

御審議のほど，よろしくお願い申し上げます。

原井委員長
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以上で，説明は終わりました。

これより質疑に入ります。

質疑をどうぞ。

上村委員

２点，お願いしたいと思います。

一つは３月に報道がありました，城ノ内中等教育学校への移行についてですけれども，

生徒や保護者の意見はこの移行に当たって聞いているんでしょうか。どんな意見が出され

たのかということと，この中等教育学校移行に当たってどんな生徒像を求めているのかと

いうことをお聞きしたいと思います。

それからもう１点は，文化行政についてです。今，文化の森振興本部の支援費の翌年度

繰越，これそっくりそのまま繰り越すということですけれども，この中身をもう少し詳し

くお話しいただきたいということと，この文化の森総合公園に関して，図書館，博物館，

近代美術館，それぞれの資料文献作品等の購入費について平成14年から平成28年度の推移

を教えていただきたいと思います。

長町教育創生課長

ただいま上村委員から城ノ内中等教育学校への移行に関する御質問を頂きました。

まず１点目として保護者の方等の御意見はということでございますが，城ノ内中等教育

学校への移行に関しましては，学力面でのリーディングハイスクールとしての城ノ内中学

校・高等学校の更なる飛躍を図るための改編でございます。兼ねてから保護者や子どもさ

ん方，また，県民の方からもリーディングハイスクールとしての大きな期待，特に進学面

での期待を寄せられておりました。そこで，今回高等学校からの生徒を募集しない中等教

育学校として，切れ目のない６年一貫教育のメリットを最大限に生かせるよう，先取り学

習や語学学習の充実はもとより，芸術やスポーツ活動の充実にも取り組むということでご

ざいます。

目指すべき生徒像といたしましては，グローバルに活躍できる，そして日本をリードし

ていけるような将来そういった活躍ができるように，まずは中等教育学校での学習を通じ

まして，いわゆる難関大学への進学ということを目指してまいりたい，そのように考えて

おります。こうした取組を通じまして，子どもたちの個性や可能性を最大限に伸ばす教育

に努めてまいりたいと考えているところでございます。

乾文化の森振興本部企画振興部長

文化の森総合公園につきまして，２点，御質問を頂戴しております。

まず繰越額でございますけれども，文化の森振興本部としまして，地方創生の進化のた

めの支援費ということで４億5,700万円の繰越予算をお願いしております。これは，４億

400万円が二十一世紀館の野外劇場を全天候型にするための屋根の設置事業費でございま

す。5,300万円が文化の森総合公園を会場といたします，ＬＥＤデジタルアートミュージ

アムにかける経費でございます。この２点の合計で４億5,700万円の繰越額を確定してお

ります。
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次に，文化の森総合公園の図書館，美術館，博物館の予算，図書購入費，資料購入費の

予算の御質問を頂いております。

まず図書館でございますが，平成14年は１億1,200万円余りでございます。次の年も１

億円余りになりまして，それから平成16年度からは8,000万円から7,000万円で予算化をし

ております。その後3,200万円台というのが底にございまして，それからは右肩上がりに

平成25年からは増加をいたしまして，平成27年度は3,715万5,000円，平成28年度につきま

しても3,715万5,000円の予算を計上させていただいております。

美術館につきましては，平成14年に美術品購入費は5,850万円でございました。それか

ら5,000万円余りで推移をいたしまして，平成20年から180万円台になっておりまして，現

在は平成27年が124万3,000円，平成28年が130万円という購入経費になっております。

博物館につきましては，必要な予算をその都度計上させていただくというようなこと

で，毎年幾らの予算を計上するというようなかたちにはしておりません。

上村委員

一つは中等教育学校の移行ですけれども，この中等教育学校というのは単なる中学校と

高校が一緒になったということではなくて，カリキュラムも説明いただいたんですけれど

も，かなり前倒しで先取り学習をして，後半はほとんど受験というか難関大学を受けるた

めの私立高校のような感じで，とにかくエリートを養成するというところに，かなり重点

を置いているとお聞きしました。

それと中学校の卒業式，あと高校の入学式といった行事が減らされてその分，学習，部

活動に打ち込めると聞きました。けれども，やっぱり，中学校の卒業式などの行事は非常

に重要な意味があると思うので，私個人としては，こういった県立の高校が私立高校のよ

うに，エリート養成するところで傾いていいのかという思いがあります。

保護者の間でも新聞報道によると，戸惑いの声があるようです。特に今，中学校に在学

されている方が高校になる時点で，次の高校の募集が止まるということで，これは非常に

６年間同じ生徒でずっとやっていくということでは，ちょっと変化に乏しいというか，人

間関係のところでも期待していたことと違うと，そういった声も保護者の中で上がってい

るとお聞きしていますので，これは，ちょっと問題があるかなあということで取り上げた

ところですけれども，これについては，もう決定ということでよろしいんですか。

長町教育創生課長

この方向で進めさせていただきます。そして，現在もう既に中学校に入っている子ども

たちは，現状と同じでございます。今後，中学校に入ってこられる方から，中等教育学校

への移行を前提に募集を行うということにしております。また，既に全国でも公立で約30

校，こうした中等教育学校が設置をされておりますので，県民の方々の，リーディングハ

イスクールに対するより高い期待に応えるために，こうした取組を行うものでございま

す。よろしくお願いいたします。

上村委員

またこの問題は付託委員会でしたいと思います。
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それと文化行政についてですけれども，今，ずっと説明をしていただいて，県立図書館

については少し予算もまた戻ってきている。３分の１ぐらいですよね。驚いたのがやっぱ

り美術館で，本当に当初5,800万円ぐらいあったのがどんどん減らされて，今130万円台で

す。なかなかこれでは，良いものは買えないという思いがあるんですけれども，どうして

これだけどんどん減らされてきたのかということ。

博物館については，年度ごとに予算を組んでいなくて，必要なときに購入するというこ

とです。これはまた，時間がありませんから資料で，いつどんなものを買ったのかという

ことを，平成14年から平成28年の間で文章でも結構ですので，頂けたらと思います。

その点をお聞きします。

乾文化の森振興本部企画振興部長

美術館の美術品購入費が減っているというような御指摘を頂戴いたしました。

近代美術館は，文化の森ができました平成２年に開館をいたしております。新しくでき

ました美術館でございますので，集中的に美術品等を購入して美術館の財産を増やしてい

くという必要がございました。開館以来，十数年の間はかなりな予算をかけまして，美術

品を戦略的に収集いたしております。

この収集の時期から，現在は，この蓄積いたしました美術品等の財産をどのように，能

動的に活用して次世代へ継承していくかということが，今の美術館に求められているもの

だというふうに認識をしております。集中して収集をいたしました結果，今，美術館には

本年の３月末現在で3,896点の貴重な美術品が収蔵されております。二次資料を含めます

と9,212点の所蔵がございます。現在は，この豊富な美術品や資料を，いかに県民の皆さ

まに御覧いただくかということで様々な工夫をいたしまして，入館者数も順調に増加して

いるというような状況でございます。

上村委員

時間が余りないので，これぐらいで，ありがとうございました。また，付託委員会で深

めたいと思います。

原井委員長

午食のため，休憩いたします。（11時52分）

原井委員長

休憩前に引き続き，委員会を再開いたします。（13時04分）

それでは質疑をどうぞ。

岡委員

文化の森総合公園文化施設条例の一部改正する条例なんですけども，ちょっと見させて

いただいて改正前から改正後にかけて，約２倍の料金設定になっておるんですが，この利

用料金の根拠といいますか，どういう計算のもとでこの金額になったのか，お教えいただ

けたらと思います。
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この度，お願いしております条例改正の野外劇場の使用料に関する御質問を頂きまし

た。

今回，別表第２にございます金額を記載のとおりに改めさせていただくということで，

改正案を提出させていただいております。

岡委員がおっしゃいましたように，現行の料金の２倍というような設定にさせていただ

いております。文化の森総合公園の野外劇場に，多大な費用をかけまして屋根を設置いた

します。全天候型になりますことから施設の利便性が大きく向上するということで，使用

料を適正な額に改めさせていただくということでございます。

天候に左右されることなく1,000人規模の催しが可能となり，同時に舞台装置や専用の

楽屋の新設によって劇場としての機能が充実するというような利便性の向上が図られるこ

ととなります。

使用料の根拠ということですが，まずは，県民の方が利用しやすい料金の設定というの

を，まず主眼に置いております。それから，一方では収入増の観点，これも，当然考えて

いかなければいけないこととなります。

現在，野外劇場をお使いいただく場合は，多くの方が４館棟の中にございますイベント

ホールを同時に借りていただきまして，雨の場合には，イベントホールへ移行して小規模

にはなりますけれど，イベントが開催できるようなかたちをお取りいただくのが，ほとん

どの場合でございます。

イベントホールと野外劇場を両方，借りていただくということになりましたら，午前が

9,740円，午後は１万5,690円というかなりな額になりますが，それよりは，まだかなり安

い額で，野外劇場単独で使えるようになりますので，この度，このような設定にさせてい

ただいております。

岡委員

理由は分かったんですけども，逆に言うと今まで野外劇場もいろいろと使われていた方

がいらっしゃって，できたらその室内とか大きいホールを使いたいんだけれども，金額的

になかなか難しいところがあって，野外劇場のほうを使われた方がいらっしゃると思うん

です。

確かに屋根が付いて便利になったというところもあるんでしょうけれども，野外劇場を

使っている団体の方と，いろいろお話をしたことがあるんですが，もちろん屋根は欲しい

と。ただ，どうしても経費として野外の場所をおさえるのに高い金額では，なかなかおさ

えにくいという声を，たくさん頂いているというのも事実なんです。

やはり以前だったら，中のホールも借りたらもっと高いんだと言うような話なんだけれ

ども，今まで利用していた野外劇場の金額からしたら倍ぐらいの金額になってるというと

ころで，より多くの今まで使っていた方々も，気兼ねなく利用できる，同じ金額とは言い

ませんけど利便性が上がってますので，もうちょっと金額に関しては，お考えをいただけ

ないのかなという気がしております。

どこの団体もが，多額の予算をもって，充実した活動ができているわけではないので，
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少しでも利用者の負担を減らしてあげたいと思います。文化立県ということを言っておる

わけですから，一部の大きい団体であったりとか，一部の補助金が多額に出ているよう

な，何とかオーケストラであったりだとかですね。そういうところだけではなくて，本当

に市民団体というか，小さいながらもしっかりと一生懸命活動を続けているようなところ

が，よりこの野外劇場がきれいになって屋根もできて良かったと。利用料金も本当に安く

貸してもらえて良かったと思ってもらえるような料金設定を，今一度，御再考いただけな

いかと思うんですが，いかがでしょうか。

乾文化の森振興本部企画振興部長

確かに野外劇場は，今まで天候に左右されるということで利用率というのは決して高い

ものではございませんでした。

今県下で1,000人規模のイベントができる会場がかなり不足しているというような状況

もお伺いしております。この度，屋根が付きますので，できるだけ多くの方にお使いいた

だきたいというのが，まず第一にございます。

この度の料金設定でございますが，今回は屋根をかけると同時に，専用の楽屋もできま

す。それから，ステージ周りも野外劇場の設計にかかりますときに，御利用いただいてい

る文化団体の方にいろいろと御意見も頂戴しておりまして，かなり充実した設備に改良し

てまいります。

というようなことで，この度，このような額を設定させていただいておりますが，決し

てかなり高額というようなことではないのではないかと考えております。

ちなみに同規模の屋内施設，あわぎんホールや，教育会館が席数はよく似ております

が，それらの料金，もちろん野外劇場の環境と完全な屋内施設の環境というのは異なって

くるかとは思いますけれども，あわぎんホールにつきましては，平日の午前中だけで１万

7,570円。それから教育会館につきましても平日の午前で２万4,000円というような額に設

定されております。

それらに比べましたら1,000人規模の行事が開催できる野外劇場のこの度の設定は，か

なり安価なものというふうに考えております。

岡委員

そのことは，もう重々承知をしておりますけども，おっしゃったようにやっぱり屋内で

あることと屋外であることと，当然屋根ができて雨風がしのげるんでしょうけれども，そ

れが完全に防御できるかというと屋内のような状態になっているわけではないですし，そ

の辺は，ちょっと考えていただきたいと思います。

よく感じるんですけれども，本当に今非常に偏りがあるというか，文化というのも非常

に大事なものだと思います。しっかり予算をかけていくところは，かけていくべきなんで

しょうけども，一部の団体に異常に多くの予算が割かれていたりとか，一方たった５万円

であったりとか10万円のお金も全く出てこないというような団体もある。ですから，どう

もそういう肩入れが非常に気になっております。

特に，こういう野外劇場を使われる団体さんというのは1,000人規模でなかなかできな

いところが多いのではないかなと思うんです。

平成29年６月12日（月） 文教厚生委員会（事前）教育委員会
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当然，そういう団体，1,000人規模で行いたいというところもあるんでしょうけども，

そうじゃなくて本当にもっと少ない人数で，料金までは取れないようなイベントもあるか

もしれません。そういうところでも，この予算だったら１回でも２回でも利用できるとい

うようなものを考えていただきたいという気持ちなんです。

予算の使い方も含めて，こういうところからもう一度，県の文化行政とか，イベント行

政の在り方というものを，見直すべき時期にきていると思います。当然，金額的には，私

も他の施設，例えば他の屋外の施設が県外でどれぐらいの料金をとっているのか調べてい

るわけではありません。妥当な金額なのかもしれませんけども，この表でぱっと見て利用

料が倍になってると言ったら，今までお使いになっている団体の方は，どういうふうに思

われるのかなとか，もう少し微々たる金額でもいいので，下げていけるような努力であっ

たりとかね。

例えば，ある団体の活動をしていただけるのであれば補助が出ますとか，補助があるの

で利用してくださいという加え書きをするとか，補助規定を新たに設置をするとかです

ね。

ということで，本当に県民の皆さん方が広く，文化芸術とかに触れる機会を作っていた

だく非常にいい場所だと思います。場所的にも車も止めやすいし，だからそういうことを

しっかりと考えながら，今回このままでいかれるかもしれませんけども，今後もできるだ

け利用者がより利用しやすいような方策をしっかりと考えていただきたいと思います。

その文化に対する考え方というものをもう一度，部内で部署が違うところもあるでしょ

うけども，しっかりと教育委員会の中でも考えていただきたいと思います。是非ともその

辺をよろしくお願いしたいと思います。

上村委員

私もこの文化の森の改修後の，使用料金が非常に高いと思っております。岡委員と全く

同じ意見なんですけど，これ是非検討していただいて文化の森野外劇場に屋根ができるこ

とに，大変喜んでいる方が多いんです。

ところが条例改正後，金額がこれだけ上がると，もうこれは使えないと諦めるような団

体も出てくると思います。条例案として提案されているので是非，金額を，もう少し検討

していただくということはお願いできないでしょうか。

乾文化の森振興本部企画振興部長

野外劇場の使用料を，もう少し安価にできないかというお話でございます。

ちなみにでございますが，文化の森には屋内にも県民の方にお使いいただいている会場

が幾つかございます。

野外劇場と一緒に使っていただいているケースが多いイベントホールにつきましては，

午前中で6,780円。それから多目的活動室と申しまして，200人ぐらいの規模の会場がござ

います。こちらにしましても3,390円。これもちろん完全屋内でございますが，そういっ

た使用料との兼ね合い，それから完全な屋内施設とは条件が異なる部分はございますが，

この度かなり機能が向上しておりますので，そういったことも勘案いたしまして1,000人

規模でやっていただける会場，しかも全天候型になるというようなこと。加えて，野外劇
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場ならではの，その良さというのも生かしていかねばならないということもございます。

もちろん野外の，円形劇場の上に屋根がそのままかかるというような工事になりますが，

雨が吹き込まないような工夫ですとか，冬の寒さをしのげるような工夫なども凝らす必要

もあり，事業費もかなりかかるということで，この度，このような料金設定をお願いして

いるものでございます。

長尾委員

今の質問で関連してお聞きするんだけど，今の野外劇場というのは，この金額で午前，

午後やるとあるんだけど，今回の屋根を設けたことにおいてどういう変化，つまり今，１

年間で屋根がない状態でその稼働日数は幾らなのか。

今度，全天候型，雨でもやれるという場合，何日やれるのか。前の料金で１年間の収入

が幾らなのか。今回，料金設定を上げて１年間で稼働日数が増えて，幾らになるのか。こ

れはどういうふうに予算を組んでいるんですか。

乾文化の森振興本部企画振興部長

まず野外劇場の稼働率でございますが，現在もちろん野外でお使いいただいております

ので，非常に稼働率は悪いと言わざるを得ない状況になっております。

平成28年度の野外劇場の使用実績でございますが，イベント数としては８件で使用日数

は16日というような稼働日数になっております。

これから屋根がかかりまして，来年の４月以降，供用開始ということになりますが，現

状でも休日にお使いいただくことが多くなっております。来年４月以降の使用について

は，まだ受付を開始しておりませんので，何とも申し上げにくいところではありますが，

今のところ土日祝日は，かなり埋まっていくのではないかと予想をしております。

文化の森総合公園の他の施設に関しましても，平日は余り御利用が多くないというよう

な状況もございます。来年４月以降については10月１日から申込みを開始いたします。稼

働率は今の状況に比べると，かなり上がってくるのではないか，それに伴って収入，使用

料の累計額も上がってくるのではないかと考えております。

長尾委員

大変驚くんだけど，僕の聞き間違いかもしれない。１年365日あって，平成28年度の実

績は８件で16日。365日で16日しか使ってないのですか。

乾文化の森振興本部企画振興部長

申し上げたとおりの数字でございます。８件で16日です。

長尾委員

今，徳島市の文化センターが使えなくて，鳴門の文化会館とかいろんなところに，皆さ

ん苦労して申し込んで，何年も前からやらなくてはいけないという，そういう大変な状況

の中でね。これ365日の16日しか稼働してないという現実については，どう思っているの

ですか。
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乾文化の森振興本部企画振興部長

イベントを企画される主催者の方は，１年も２年も前から御準備をされて，当日を迎え

られるわけですけれども，当日が雨の場合，イベントを中止せざるを得ない状況が生じた

り，イベントホールに移行しても，規模がかなり縮小されるというようなことで，なかな

かお使いいただけなかったというのが実状ではないかと考えております。

そういうこともございまして，何とか野外劇場を機能強化して，多くの方にお使いいた

だけるような状況にしたいというようなことも，この度，屋根を新設するということに

至った要因の一つでもございます。

長尾委員

だからそれだと思うよね。いわゆる，本当に365日もっと使われているのかと思ったけ

ど，365日で，たった16日間の利用日数。結局は，それ以外は全部遊んでいるわけだよ

ね。それをもっと利用率を高めるために，屋根を作ってぬれないようにしたと。

であるならば，365日のうちこのたった16日間を，何日ぐらいにしようという目標なん

ですか。

乾文化の森振興本部企画振興部長

具体的に何回という目標設定は，今のところまだできておりませんけれども，１年間，

52週あるといたしまして，土日祝日は，かなりお使いいただけるであろうという予想を立

てておりますので，なるべく目標を高く掲げて具体的な回数設定というのも，今後行って

まいりたいと考えております。

長尾委員

平成28年度だったら，利用が８件で16日，これの収入は幾らだったのですか。

乾文化の森振興本部企画振興部長

平成28年度の野外劇場使用料収入でございますが，合計で２万2,070円となっておりま

す。

長尾委員

１年間で２万2,000円。すばらしい野外劇場で，１年間に利用が８件，16日で２万2,000

円。これが今，目標を例えば２倍に上げて何週ぐらい，幾らぐらいになると思っています

か。例えば50週やるとしたら幾らになりますか。

乾文化の森振興本部企画振興部長

例えば，午前午後を１日お借りいただくとなりますと１万5,500円という使用料になり

ます。

それで，土日52週で土日が単純に計算しまして104回。100回程度と考えまして，155万

円ぐらいの積算になります。
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長尾委員

だから平成28年度が２万2,000円だったのが，これが来年，平成30年度からは50週使っ

たら150万円になるということでしょ。75倍になるわけだから，使われてないんだからよ

り使ってもらえることを考えないといけない。料金を上げることだけがいいのか。

もっと逆に今の料金とは，さっき岡委員も言ったけど同じ料金にとは言わないけれど

も，少なくとも使ってもらえることをしっかり考えることが大事ではないのか。

魅力とは何かと言うと，屋内でのように全くぬれないわけではないけども今度は屋根が

できた。それを今度は，雨でも使えるようになるわけだから，それこそしっかり受け身で

はなくて，どんどんセールスして会場を使ってもらうぐらいの取組をすべきだと思うんだ

よね。

例えば，今は音響装置はどうなのですか。

乾文化の森振興本部企画振興部長

音響につきましては一般的なマイクはございますが，屋内施設のような本格的な音響設

備というのは備えておりません。

長尾委員

例えば，今度コンサートをする場合の音響装置はどういうふうに考えているのですか。

乾文化の森振興本部企画振興部長

音楽コンサートのような音楽関係のイベントということになりましたら，備え付けてい

る音響装置で賄えない場合は，特別に主催者の方に持ち込んでいただくというようなこと

になろうかと思います。

長尾委員

主催者の方に考えてもらうと，今回の音楽の問題のようなことはないようにとは思うけ

れども。

いずれにしてもこの金額設定では，全くと言っていいぐらいに今まで使われなかった。

それを今度，せっかくあるんだから屋根を付け使ってもらう。使ってもらうのも100％ぐ

らい目指したらいいと思うし，それは目標がなくて，どうぞでは駄目だと思うんだよね。

そのぐらいの意欲を持って使ってもらう。そうすれば，かなり料金収入が入ってくるわけ

だから，それを考えれば料金も少し下げる，より魅力のある料金体系にすることを考えた

方がいいんじゃないかと思うけど，どうなんでしょうか。

中本文化の森振興本部長

ただいま委員から，いろいろ意見がございました。

確かに申し込むときにいろいろ企画をしまして，天気が雨ですとできないというのをす

ごく心配されまして，いろいろ問合せのときも，それだったらイベントホールと両方借り

ようとか，イベントホールだけでいいというので，そちらのほうに流れると言いますか，
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私ども天候に関していかんともし難いところもございました。今まではそういう経過もご

ざいましたので，是非全天候型にして，委員がおっしゃるように使える日を365日，閉館

日もございますけれども，そういうことで十分ＰＲをして，音楽舞踊ダンス等々ございま

すので，県民の方にいろんな場面で使っていただくと。

そして，今回の施設は，全天候型で屋根を付けるということと，今まで専用の楽屋もご

ざいませんでした。そういうのも新設いたします。

それからバトンと言いまして，舞台の上にもつり下げられるような構造にもいたしま

す。トイレも平成２年に文化の森総合公園ができた当時から，洋式ではなくて和式のトイ

レが多かったということで，今回，隣接するトイレ全部を洋式にするということで，機能

の向上を図るということと，防災のときも洋式のトイレにするのと，屋根ができますので

防災の機能も向上させるということでいろんな面で活用していくと。委員がおっしゃった

ように，今までもＰＲをしてきましたけれども，更に一層，県民の方々をはじめ，様々な

方々に使っていただけるようＰＲ広報，全精力を傾けてやってまいりたいと考えておる次

第でございます。

長尾委員

防災のためにトイレを変えるとかいったことは結構な話です。しかし，それと料金設定

とはちょっと違うんじゃないかという気がするんだよね。

コンサートはコンサートのとき，トイレはいざ避難するときとか何かのときに使うわけ

であって，そのコンサートの人だけが使う話じゃないから，そら県民がいざというとき避

難に使う話でね。問題はコンサートだけに限って，より広くもっと使ってもらって，気楽

に使えるようにするにはどうすればよいかと。稼働日数が今まで１年間で，本当に何度も

繰り返すけど，たった８回で16日だからね。

これを全天候型ができて，より魅力あふれた，安心してそこだけ借りられるというのだ

からもっと稼働率を上げるためには，やっぱり従来の料金と言わないけれどもある程度借

りやすい体制を考えることが大事ではないかと。今日は，そのことだけ指摘しておいて終

わりたいと思います。

原井委員長

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と言う者あり）

それでは，これをもって質疑を終わります。

以上で，教育委員会関係の調査を終わります。

次に，当委員会の県外視察についてでございますが，ただいまの予定といたしまして

は，７月25日から27日までの３日間の日程で，実施したいと考えておりますが，よろしゅ

うございますか。

（「異議なし」と言う者あり）

それでは，さよう決定いたします。

なお，当委員会として調査すべきテーマや視察箇所等がございましたら，早めに正副委

員長まで御提案いただけたらと思いますので，よろしくお願いいたします。
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これをもって，文教厚生委員会を閉会いたします。（13時32分）


